


平成27年度

平成28年度

平成29年度

平成30年度

平成31年度

・27年4月講演会など活動開始
・27年8月県内医療機関へ参加募集
・28年3月第1回実務者会議開催

・28年5月アドバイザー名簿の作成
・28年6月相談支援の開始
・29年1月県内医療機関へ参加募集
・29年3月第2回実務者会議開催

・29年7月 ICTネットワークシステムをアドバイ
ザー間で使用

・30年1月県内医療機関へ参加募集
・30年3月第3回実務者会議開催

感染地域ネットワーク沿革
平成31年度で活動
5年目を迎えます

・30年6月ICTネットワークシステムを使用した
相談シミュレーション

・30年9月アドバイザー名簿の作成
・31年3月第4回実務者会議開催
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感染地域ネットワーク登録施設数



県北部
20施設登録

東徳島医療センター
徳島県鳴門病院

徳島市
71施設登録

徳島大学病院
徳島県立中央病院
徳島市民病院
田岡病院
川島病院

県南部
20施設登録

美波病院
宍喰診療所

県西部
29施設登録

吉野川医療センター
阿波病院
半田病院
手塚病院
鈴木内科

徳島県外
4施設

徳島県感染地域ネットワーク
登録施設144施設(H31.2現在)

感染専門アドバイザー
15施設43名



平成30年度 実績報告



1．ICTネットワークを使用した相談シミュレーション

実施日：平成30年5月28日（月）～6月30日（土）
参加者：感染専門アドバイザー33名

（医師13名 看護師11名 薬剤師4名 検査技師2名 事務3名）

内 容：事前にＩＣＴネットワークシステムへのログインID・PASSWORDを送付。
感染専門ネットワーク登録医療機関を4班に分け、各週で相談依頼がかかるよう設定し、
相談依頼から報告までシステムを使用して相談のシミュレーションを実施した。

支援依頼 可否回答 回答送付 報 告

実施期間中8施設より、シミュレーション依頼があった。

結果報告

昨年実施していたこともあり、スムーズな流れで行えた。
支援依頼日が金曜夜の場合、可否回答率が低かったため、途中から可否回答期間を、48時間から72時間に延長した。
平均可否回答率は61.8%であった。
可否回答率は70～80%を目標に行っているが、70%超えは3回であった。



2．感染地域ネットワーク講演会

日 時：平成31年2月28日（木） 19：00～20：30
演 題：事例検討から学ぶ院内感染対策

講師 徳島市民病院 感染対策室 感染管理認定看護師 金丸 昌史 先生
講師 医療法人 国立病院機構 感染管理認定看護師 東徳島医療センター 近藤 惠子 先生
司会・講師 徳島大学病院 感染制御部 副部長 東 桃代 先生

ネットワーク登録医療機関などから42名が
聴講されました。

ありがとうございました。



3．相談・支援件数（H30.2現在）

平成30年度

・相談件数 8件（内6件はICTネットワークシステム利用）

・ラウンド件数 2件
・マニュアル支援件数 1件
・検査部への検査依頼 22件

相談 ラウンド マニュアル 検査

27年度 2 0 2

28年度 10 1 3 8

29年度 13 2 3 25

30年度 8 2 1 22
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相談件数内訳(〇はICTシステムを利用)

内容

No.1 SFTS発症の可能生について

No.2 10年前にポリオ陰性指摘された中国・香港に渡航歴のある患者。
今後の方針Bについて

No.3 妊娠37週の妊婦の夫が異常陰影指摘され喀痰ではガフキー0号であった。
不安になり受診予定。
どのような対応をすれば良いか？

No.4 ①気管切開患者に対するスピーチカニューレについて。
②喀痰多く、鼻腔内から頻回吸引を要する患者のネイザルエアウェイについて。

No.5 外来部門の感染対策について

No.6 ESBLに関するスライド提供について

No.7 胸腔穿刺やルンバｰル時の個人防護具について

No.8 ①CDおよびノロウイルス時の消毒について
②マスクの取り扱いについて
③インフルエンザ流行期の対応について



4．感染地域ネットワーク運営要綱について

感染専門アドバイザー会議（平成30年8月30日（木）18：30～19：30 ）にて、

【感染地域ネットワーク運営要綱（案）】について意見交換を行い、後日メールにて最終確
認を行った。

意見が出たのは、謝金支払いについて

第１０条の「当該依頼医療機関等が感染専門アドバイザーに対し直接支弁する」の箇所を
「当該依頼医療機関等が感染専門アドバイザーもしくは感染専門アドバイザー所属の医
療機関に対し直接支弁する」に修正できるか。

上記については、依頼元医療機関と感染専門アドバイザー間で謝金支払いについて直接
交渉いただきたい。

別添【感染地域ネットワーク運営要綱（案）】



5．感染地域ネットワーク冊子作製

感染地域ネットワークの冊子をA4サイズ三つ折りで作成。
手に取りやすく鞄に入れやすい大きさにしました。



平成31年度 活動計画



年に一度、感染専門アドバイザー間で相談シミュレーションを行
い、動作確認は特段問題なかったため、ICT SystemログインID・
パスワードを徳島県感染地域ネットワーク登録医療機関（144施
設）へ配布し、登録医療機関からの相談支援受付を開始する。

一度に複数の相談がかかることを防ぐため、ネットワーク登録順
から月20施設ずつ配布予定。

ICT Systemログイン画面

感染地域ネットワーク登録医療機関ICT System利用について



運営費（ホームページ保守費用など）について

保守費用等の支払いについて毎年金額が発生

費用 金額（年間）

感染制御部ホームページ保守費用 259,200円

ICT感染ネットワーク（保守費用） 129,600円

ICT感染ネットワーク（SSLプレミアム） 25,920円

合計 414,720円

今年度に入り
ビュー数急増⇧

次年度からの補助金交付は
難しい？！



この先の運営費はどうする

①質の向上のため、ICT System相談依頼に対する
可否回答率の向上

②拠点病院へのサポート

③実績に基づく予算化の検討



平成31年度もよろしくお願いいたします。


